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武蔵野台地の武蔵野台地の
段丘地形段丘地形

１．多摩川、古多摩川がつくった段丘面

図１の俯瞰図は、東京低地の上空
から西方を俯瞰したもので、広い関
東山地から流下する多摩川が、扇頂
部の青梅から新・旧の扇状地を中心
とする武蔵野台地の段丘面を形成し
てきた状況を示している。現在の多
摩川は武蔵野台地の南縁と多摩丘陵
の北縁の間を流れ、武蔵野台地の中
心からは大きく外れている。そのた
め、新・旧扇状地の分布状況は多摩
川の大規模な流路変遷があったこと
を示唆している。この図の段丘の区
分は図 2 と同じである。

２．武蔵野台地の段丘地形区分の見直し

武蔵野台地の段丘面については古
くから多くの研究がなされており

（貝塚，1958；貝塚，1976；Kubo，
1990；ほか）、多摩面・下末吉面・
武蔵野面・立川面の区分はテフロク
ロノロジー（火山灰編年学）に裏付
けられ、日本の地形区分の標準とさ
れてきた。

遠藤ほか（2019）はその地形区分
を見直したが、本稿ではこれに土橋
面（小泉，1998；遠藤ほか，2024）・
御殿峠礫層面（岡，1991）・狭山面（皆
川・町田，1971）を加えて図２に示
した。また黒目川中流域の区分を一
部改めた。御殿峠礫層は３分され、
その堆積面ないし背面（本稿では御
殿峠面とする）は高位面、中位面、低
位面に細分され、多摩Ⅰローム層に
覆われる（岡，1991）。狭山丘陵に分
布する狭山面をつくる芋窪礫層を覆
う KMT は、およそ 60 万年前とさ
れる上総層群最上部の笠森層の
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Ks-22 に対比された（鈴木，2000）。
また、以上の堆積物や段丘面（地

形面）のテフラとの関連や海水準変
動との関係を 24 ページの図 3 に示
す。こ の 図 は 町 田（2008）、上 杉

（1976）ほか多くの既存研究に基づ
いてまとめられたものである。

遠藤ほか（2019）では、地形区分
に あ た り 主 に 国 土 地 理 院 の
5m-DEM データによって作成した

１m コンター図により武蔵野面等
の細分を行い、東京都から公開され
ている大量のボーリングデータや既
存研究の露頭データを活用し、武蔵
野扇状地を新期、古期に２分した。

古期武蔵野扇状地は多摩期にあた
り、金子台や所沢台（金子台面１，
２）とその東方延長部（東久留米市
～埼玉県和光市）に断続的に追跡さ
れる。金子台や所沢台は従来下末吉

＊：MIS：酸素同位体ステージ＊：MIS：酸素同位体ステージ

図１ 多摩川と武蔵野扇状地（台地）の俯瞰図図１ 多摩川と武蔵野扇状地（台地）の俯瞰図
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期 と さ れ る こ と が 多 か っ た が、
hpml や IiNi などのテフラに基づ
き MIS ＊７とされた（寺口・鈴木，
2015；遠藤ほか，2019）。

新期武蔵野扇状地に相当する武蔵
野面（１面、２面）は７面（古い方か
ら M1a・M1b・M2a・M2b・
M2c・M2d・M3）に細分された。
区分された M1a 面（MIS 5.3）以降
の面は、いずれも幅の狭い短冊状を

示し、M1a 面形成後、段階的に低下
する海水準変動のもとで、側方浸食
を繰り返しつつ下方浸食し、MIS ４
の海退期にあたる M3 面は M2 面
群を切りこんでいる。この間に多摩
川の河道は大きく南に移動し、立川
期以降に現在の位置に達した。この
過程で、武蔵野台地（扇状地）の中
央（三鷹市付近）まで広がっていた、
かつての多摩丘陵は大きく南方へ浸

食された。この古多摩丘陵の存在と
浸食については遠藤（2022）、遠藤
ほか（2024）に詳しいので参照いた
だきたい。

３．多摩川の流路変遷についてー
更新世中期以降の段丘面（MIS９～）

遠藤ほか（2023，2024）は武蔵野
台地の大量のボーリングデータを活
用し、基準となるテフラや年代の明

図２ 見直された武蔵野台地の地形区分（遠藤ほか，2019に基づき修正）図２ 見直された武蔵野台地の地形区分（遠藤ほか，2019に基づき修正）

図４ 更新世中期以降の地形発達を示す武蔵野台地の南北断面図（遠藤ほか，2024)図４ 更新世中期以降の地形発達を示す武蔵野台地の南北断面図（遠藤ほか，2024)
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らかなコアや露頭に基づいて、更新
世中期以降の地形・地質の成り立ち
を検討した。その海水準変動との関
連などの枠組みを図３に示す。

また、地質断面図の一例を図４に
示すが、同図には年代が知られたテ
フラを含む基準ボーリングが６本あ
り、地質層序や地形区分を確かなも
のにしている。MIS 10 ～９の D 層
のサイクル（下総層群の藪層に相
当）、MIS ８～７の C 層のサイクル、
MIS ６～ 5.5 の B 層（東京層）のサ
イクル、MIS２～１のA層（沖積層）
のサイクルの堆積物や地形（谷）の
発達状況を確認できる。

上記のように三鷹市付近まで存在
した古多摩丘陵の東方にある東京の
都心部では、上総層群が比較的浅い
地下に高まりをなして伏在した。
MIS 10 ～９の時代（D 層）の古多
摩川は、狭山丘陵の南、小平市一帯
を通って武蔵野台地の北部に流下し
ていた。すなわち現在の石神井川の

方向に近い。また、当時の海進堆積
物（泥や砂）はその高まりの北東側
およびその南東側に堆積した。一
方、MIS ６～ 5.5（B 層）には、古多
摩川は上総層群の高まりを西から南
東方向に横切り、南流するように
なった。この上総層群の高まりを南
東～南に横切る方向は C 層（MIS
８～７）に遡るものと考えられてい
る。詳しくは遠藤ほか（2024 印刷
中）を参照いただきたい。
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図３ 武蔵野台地及びその周辺の更新世中期以降の地形・地層と海水準変動図３ 武蔵野台地及びその周辺の更新世中期以降の地形・地層と海水準変動
（遠藤ほか，2024に修正）（遠藤ほか，2024に修正）


